
　６月２８日に、保健福祉センター京和荘においてボランティア活動を

している方々や関心のある皆さんの交流会を開催しました。

　地域の課題に取り組む多くの自治体・社協・ＮＰＯに関わる実践研究

者の川本健太郎氏（敬和学園大学 専任講師）による講演会と、参加者

の全員で地域の困りごとやこれから活動したいことを語り合うワーク

ショップを行いました。

同時開催の『フードドライブ（食品の寄付活動）』には、交流会

前から当日にかけて、たくさんの食料品が寄せられました。寄付

いただいたものは全て、『フードバンクにいがた』を通じ、福祉

施設や食料の確保が困難な方々を支援する団体に提供されます。

第33号
平成27年７月15日発行

ボランティア交流会
～みんなで考えよう 地域のこと～



　１０月に開催予定の『第１２回阿賀野市社会福祉大会』において、第１部の式典に続き、第
２部は地域で活動するボランティア・市民活動団体が主体となるイベントを予定しています。
　このイベントの目的は、団体がお互いを知る機会をつくること。地域のみなさんとの交流を
深めることです。
　実は、決まっているのはここまでです。思いをともにカタチにできるのは皆さま方です。
参加はグループ、個人は問いません。企画から一緒に活動できる方を募集いたします。
　まずは、下記までお問い合わせください。

阿賀野市社会福祉協議会　組織図

イベント企画・運営ボランティア大募集

【お問い合わせ】
　阿賀野市社会福祉協議会
　阿賀野市ボランティアセンター
　　電話：67-9203
　　担当：石塚　神田

会 長 事務局長
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　市民の主体的参加と協働により「お互いさま」といえる「共に生き共につくる福祉社会を目指すまち
づくり」を推進します。       

事 業 計 画事 業 計 画

収 支 予 算収 支 予 算

　平成27年度は生活困窮者自立支援制度の本格実施並びに介護保険制度の見直しによる新地域支援事業
など新たな制度改革が行われる年でもあります。
　これらの制度改革に対応するため平成24年度に取りまとめられた「社協・生活支援活動強化方針」に
基づき活動を具体化するなかで地域住民や関係者など幅広いメンバーと協働しながら、住民の個別ニー
ズにしっかりと向き合い、地域に課題を投げかけ、住民とともに解決の仕組みや地域づくりを進めると
いう社協の基本的な実践が求められています。さらに社会福祉法人の地域による公益活動の推進が期待
されており、社協において社会福祉法人・施設との連携を強化し、多様化・深刻化する生活課題の解決
を図るための取組みを進めることが重要とされてきています。
　さて、本会におきましては生活困窮者自立支援事業や地域活動支援センターの事業に取り組むととも
に、「あがのいきいきマイレージ事業」や住民参加型の在宅福祉サービス「地域ささえ愛事業」「福祉有
償運送」などのボランティアを巻き込んだ新しい事業にも積極的に取り組んで参ります。また、介護サ
ービス事業では公設デイサービスセンターの民営化といった大きな問題も抱えております。
　このように社協を取り巻く環境が変化する中、地域福祉分野と介護サービス分野の持っている社会資
源を有効活用しながら、基本理念である「共に生き共につくる福祉社会」の構築に向けて、地域・在宅
福祉の充実強化に努めます。

●基本理念

●重点事項

●基本方針

　１．地域福祉・在宅福祉サービス事業の推進
　２．ボランティア活動の活性化と振興育成
　３．介護保険、自立支援事業によるサービスの推進
　４．障害児通所支援・相談支援事業、就労継続支援の推進
　５．阿賀野市指定管理者制度事業の推進
　　（１）阿賀野市デイサービスセンター７か所
　　　　【むすびの里、第二むすびの里、永寿園、第二永寿園、わかばの里、第二わかばの里、おおむろの丘】
　　（２）保健福祉センター「京和荘」

平成27年度平成27年度

阿賀野市社会福祉協議会事業計画・収支予算阿賀野市社会福祉協議会事業計画・収支予算

科　　目

収 入 合 計

収 入

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
介護保険事業収入
就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

予算（円）
4,749,000 
123,000 

71,516,000 
36,681,000 
500,000 

468,562,000 
3,000,000 
90,530,000 

29,000 
120,000 

675,810,000 

科　　目

当期末支払資金残高
支 出 合 計

支 出

人件費支出
事業費支出
事務費支出
就労支援事業支出
貸付事業支出
流動資産評価損等による資金減少額
助成金支出
積立資産支出
その他の活動による支出

予算（円）
497,946,000 
98,695,000 
52,653,000 
3,150,000 
500,000 
36,000 
848,000 
12,000 

21,654,000 
675,494,000 

316,000 



平成２6年度  阿賀野市社会福祉協議会事業報告・決算報告

＜法人運営事業サービス区分＞
１．会務の運営：理事会（5回）、評議員回（4回）、監事会（4回）、外部監査（4回）、正副会長会議（4回）の開催
２．社会福祉関係者の表彰・顕彰：阿賀野市社会福祉協議会会長表彰（28名、1団体）
３．役職員の研修：役員研修（4回、21名参加）、職員研修（18回、44名参加）
４．自主財源の造成：一般会員　9,050世帯（63.8％）、特別会員　12団体/23口・29法人/42口、賛助会員　127個人/127口
５．行政機関・福祉関係団体との連絡調整：「共に生き共につくる福祉社会」の実現のため、市の福祉計画等の整合性を保ちながら、地域福祉活動
計画の策定に務めた。

６．外郭団体への支援：阿賀野市老人クラブ連合会・阿賀野市身体障害者福祉協議会・阿賀野市手をつなぐ育成会・阿賀野市連合遺族会の活動支援
７．くらしを守る住民活動の推進（虚礼廃止運動推進事業）：　無料礼状ハガキの活用（活用者79名、活用枚数1,520枚）
８．啓発活動の強化：第11回阿賀野市社会福祉大会の開催、第64回新潟県民福祉大会の参加、社協だより「福祉あがの」の発行
９．共同募金活動の強化：実績額　9,959,139円（達成率104.5％）
10．高齢者福祉活動の推進：いきいきサロン事業の推進
11．災害救援活動の支援：災害支援コーディネーター養成研修（2回、3名参加）
＜配食サービス事業サービス区分＞
　配食サービス事業（利用者72名、年間51回、3,638食）、おせち料理サービス事業（12/30　71食）
＜生活福祉資金サービス区分＞
 福祉資金：
　福祉費（前年度末貸付件数11件、新規申込1件、償還完了1件、貸付中11件）
　緊急小口資金（前年度末貸付件数7件、新規申込0件、償還完了1件、貸付中6件）
　教育支援費（前年度末貸付件数30件、新規申込1件、償還完了0件、貸付中31件）
　離職者支援資金（前年度末貸付件数9件、新規申込0件、償還完了1件、貸付中8件）
　長期生活支援資金（前年度末貸付件数1件、新規申込0件、償還完了0件、貸付中11件）
 総合支援資金：
　生活支援費（前年度末貸付件数11件、新規申込0件、償還完了0件、貸付中11件）
　一時生活再建費（前年度末貸付件数4件、新規申込0件、償還完了0件、貸付中4件）
＜小口資金貸付事業サービス区分＞デイサービス関係
　前年度末貸付件数18件、新規申込8件、償還完了7件、貸付中19件
＜ボランティアセンターサービス区分＞
　ボランティアセンターの開設、ボランティア活動の支援（登録ボランティア　個人33名、57グループ　1,042名）など
＜通所介護事業拠点区分＞
　「むすびの里」（延利用者5,198名）、「第二むすびの里」（延利用者8,795名）
　「永寿園」（延利用者3,246名）、「第二永寿園」（延利用者5,984名）
　「わかばの里」（延利用者5,638名）、「第二わかばの里」（延利用者6,454名）
　「おおむろの丘」（延利用者5,260名）
＜居宅介護支援サービス区分＞
　阿賀野市社協ケアセンター「ぬくもり」（延利用者1,961名）
＜訪問介護サービス区分＞
　阿賀野市社協ヘルパーステーション「ぬくもり」（実利用者670名）
＜障害者居宅介護サービス区分＞
　自立支援：身体障害者（実利用者49名）、知的障害者（実利用者59名）、精神障害者（実利用者91名）
　地域生活支援（実利用者40名）
＜こどものことばとこころの相談室サービス区分＞
　通所支援（延利用者4,857名）、相談支援（計画相談172名、モニタリング188名）
＜さくらの会作業所サービス区分＞
就労継続支援Ｂ型事業の経営（延利用者4,345名）、自主製品販売活動、研修会、畑作業など

＜京和荘サービス区分＞
　保健福祉センター「京和荘」の管理経営（延利用者10,766名）

事業報告

決算報告
貸借対照表 （平成27年3月31日現在）

財産目録 （平成27年3月31日現在）

※詳しくは7月15日より阿賀野市社会福祉協議会ホームページに掲載いたしますのでご覧ください。



助 成 額
6,191,139円
500,000円
101,000円

43,000円

50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
15,000円
50,000円
23,000円
22,000円

配食サービス事業等14事業
民生委員児童委員活動事業
心の健康自立支援事業（傾聴）

フロアホッケー交流会

高齢者声かけ運動
社会福祉体験学習
コスモスロード・門松贈呈事業
「ゆうきの里」交流活動
地域福祉推進事業
赤坂小地域交流福祉活動
山手小フェスティバル事業
福祉体験交流活動
白鳥パトロール隊活動事業
地域クリーンアップ大作戦
社会福祉活動事業
社会福祉研究普及事業
神山小学校福祉教育交流活動
花いっぱい運動

社会福祉法人 阿賀野市社会福祉協議会
阿賀野市民生委員児童委員協議会
傾聴ボランティア　ハートピアあがの
スペシャルオリンピックス日本・新潟・
阿賀野市プログラム
阿賀野市老人クラブ連合会
阿賀野市立 安田中学校
阿賀野市立京ヶ瀬中学校
阿賀野市立笹神中学校
阿賀野市立保田小学校
阿賀野市立赤坂小学校
阿賀野市立山手小学校
阿賀野市立京ヶ瀬小学校
阿賀野市立水原小学校
阿賀野市立分田小学校
阿賀野市立堀越小学校
阿賀野市立笹岡小学校

阿賀野市立神山小学校

地域助成

事 業 名助 成 先

 阿賀野市共同募金委員会では、赤い羽根共
同募金の仕組みや市民の皆さまよりお寄せ
いただく募金の使いみちを広く知っていた
だく機会として、去る6月28日に保健福祉
センター京和荘において、『赤い羽根共同
募金感謝状贈呈式・助成金目録交付式』を
開催しました。
　感謝状の贈呈では共同募金運動推進のため
に毎年継続して積極的に協力され、その功績
が顕著な企業に田中会長（田中清善　阿賀野
市長）より感謝状が贈られました。
　また、昨年の10月から12月の募金運動期
間に皆さまよりお寄せいただいた募金から、
平成27年度の社会福祉の向上を目的とする
事業への助成として、市内の社会福祉法人、
福祉団体、学校へ助成金目録が交付されたの
ち、助成を受けた方々を代表し「傾聴ボラン
ティア　ハートピアあがの」の長谷部昭一代
表より謝辞をいただきました。
　募金に協力下さる方と、その募金により助
成を受ける方が互いに共同募金について理解
を深めるよい機会となりました。

平成26年年度に皆さ
まからお寄せいただ
いた募金は、阿賀野
市全体で9,959,139円
となり、そのうちの
7,445,139円を阿賀野
市内の左記団体へ平
成27年度事業費とし
て助成いたしまし
た。
　差額の2,514,000円
は新潟県内の社会福
祉施設や民間福祉活
動の支援や、災害時
の被災地支援等、地
域課題に対応する事
業へ助成されます。

赤い羽根共同募金からのお知らせ

感謝状贈呈式・助成金目録交付式

平成２６年度共同募金による平成２７年度事業費助成団体
助成種別

左より、株式会社　架設工事佐々木組　様（市内下黒瀬）
　　　　株式会社　丸 山 電 業 社　様（市内中央町）
当日ご欠席の有限会社　ハタノ商会様（市内寺社）、
湯本舘様（市内今板）、株式会社 福田組阿賀東蒲営業所様
（東蒲原郡阿賀町）へは、後日感謝状をお届けいたしました。



⑧ボランティア研修会
　開催事業
　　《 401,000円 》

⑨県民福祉大会研修事業
　　　 《377,000円 》

⑫行路人旅費支援事業
　　  《 10,000円 》

⑬思いやり改善助成事業
　　　《 161,000円 》

 阿賀野市社会福祉協議会　　　 赤い羽根共同募金助成事業報告
地域福祉推進事業費として6,534,474円の助成を受けましたので、その使途についてご報告いたします。

 ♦ 障がい児・者福祉活動費として　　233,000円

 ♥ 児童・青少年福祉活動費として　　56,000円

④  障がい者ふれあい事業　《 233,000円 》
　障がいに対する理解と社会参加を目的として、保健福祉セン
ター　京和荘を会場に障がいがある方とない方が、「クリスマ
スリース作り」を通して交流会を実施しました。
　ボランティアさんの協力もあり、参加者同士が理解しあえる
よい機会となりました。

⑤ ジュニアボランティア体験学習　《 56,000円 》
　市内の小中学校、高等学校などが計画するボランティア体験
学習などの福祉に関する学習に対して、講師の派遣や活動先の
紹介・連絡調整や年間を通して、福祉体験用具の貸し出しを行
いました。

　ボランティア活動の実践に必要な技術の向上や、
ボランティア人口の増強を図るため、市内各所でサ
ロンボランティア研修会・傾聴ボランティア研修
会・調理ボランティア研修会を実施しました。

　県内の社会福祉の動向や福祉活動の現状を研修す
る為、妙高市にて開催された新潟県民福祉大会へ参
加しました。

　市役所社会福祉課の窓口にて、行路人の方に対し、
最寄駅までの旅費を支援しました。

　自治会管理の集会施設を対象に、自治会の誰もが
利用しやすくするためのバリアフリーを目的とする
整備費用の一部を助成いたしました。
中島六集会所 （中島六集会所、和式便器から洋式便器への
 　取り換え）
折居自治会 （折居ふれあいセンター、手すりの取り付け）



⑥社会福祉大会開催事業
　　  《 389,000円 》

⑦ボランティア活動
　保険加入援助事業
　《 220,000円 》

⑩社協機関紙発行事業
　　《 408,474円 》

⑪ボランティア通信
　発行事業
　《 725,000円 》

 阿賀野市社会福祉協議会　　　 赤い羽根共同募金助成事業報告平成２６年度
阿賀野市社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金より、平成26年度の

 ♠ 高齢者福祉活動費として　　3,554,000円

 ♣ 住民全般福祉活動費として　　2,691,474円

① ふれあい昼食会　《 282,000円 》
　市内在住の75歳以上のひとり暮らし高齢者の生きがいづくりや閉じこもり防止を
目的に、民生児童委員の協力のもと、寸劇や遊戯の鑑賞や市内での会食をとおして参
加者同士の交流や親睦を図りました。

② 配食サービス事業　《 3,107,000円 》
　調理ボランティア、配達ボランティア、民生児童委員の皆さまからご協力をいただ
き、毎週木曜日（京ヶ瀬・水原・笹神地区）、金曜日（安田地区）に一人暮らしの高
齢者並びに高齢者のみの世帯へ見守りをかねてお弁当をお届けしました。

③ いきいきサロン推進事業　《 165,000円 》
　高齢者の介護予防・閉じこもり予防や仲間づくりをはじめ、誰もが地域のなかで安
心して生活でき住民相互の支えあい活動を実践しているサロン団体に対し、運営経費
として補助金を交付しました。

　阿賀野市における社会福祉の向上を目的に、水原
保健センターにおいて記念式典並びに、記念講演を
開催しました。

　ボランティア活動中の事故によるケガや賠償責任
を補償する「ボランティア保険」の保険料の一部を
加入者へ助成いたしました。

　社会福祉協議会の組織や役割の周知、各種福祉関
連情報を提供するため機関紙「福祉あがの」を年3回
（7月・10月・3月）発行し、市内全戸並びに公共
施設へ配布しました。

　ボランティア活動の情報発信やボランティアへの
理解と参加を促進するため、毎月1回、情報誌「ボラ
ンティア通信」を発行し、市内全戸、公共施設へ配
布しました。



市内にお住まいの世帯

法人事業所・団体・
福祉施設

役員・篤志家

　市民の皆様より、毎年当会の一般会員会費納入にご協力いただき厚く
お礼申し上げます。
　地域で暮らす人々が、安心して、互いに助け合い、かけがえのない存在
として暮らすことのできるまち。そんなまちづくりにむけて社協は地域の
皆様とともに日々活動しております。皆様から寄せられた会費は、地域福
祉活動を活性化していくための大切な財源となっております。ぜひ、ご協
力をお願いいたします。

社会福祉協議会とは・・・
　　社会福祉法第109条に基づき、都道府県、市区町村に設置されています。住民の皆様、法人、団体の皆様の
ご参加・ご協力をいただき、地域福祉の推進を図ることを目的とした民間の福祉団体(社会福祉法人)です。
社協会員とは・・・
　　社協の行う福祉活動に賛同し、会費を納めることで活動資金の支援をしてくださる方のことです。資金面
から支えていただく地域福祉サポーターです。より充実したサービスを行ううえで、皆様からの会費は、と
ても重要となっております。また、地域住民の皆様の社協に対する関心を高め、社会福祉についての理解を
深めて頂く事により、地域福祉にご参加いただくという大きな役割をもっております。

◇8月1日 ～ 8月31日までの間
　各町内会の自治会長さんを通じて取りまとめの
　お願いをする予定でございます。
◇各自治会の方法で納入くださるようお願いします。

◇随時受付けいたしております。
　ご連絡いただければ、こちらからお伺いします。

一世帯  500円

一口  1,000円

一口  3,000円 

一般会員

会員になる方種類

会員(会費)の種類

※会員加入することや会費の金額については、決して強制ではなく任意です

 会 費 納め方

特別会員

賛助会員

平成27年度

皆様のあたたかい心で、
　　福祉の街づくりが、
　　　すすめられています。

平成26年度社協会費にご協力ありがとうございました。
～　会費の使い道として　～～　会費実績　～

○いきいきサロン推進事業・・・２６５，０００円
　高齢者の閉じこもり防止や仲間作り対策としてレクリエーショ
ン等を通じた活動支援

○社協機関紙発行事業・・・２０６，０００円
　年3回「福祉あがの」を発行して、活動の周知、情報提供及び福
祉意識の啓発普及　

○阿賀野市社会福祉大会・・・５０，０００円
　広く市民に呼びかけを行い福祉大会を開催し、市内における社会
福祉事業功労者及び積極的協力者に対し表彰と記念講演を実施

○マイクロバス維持費・・・２１６，０００円
　車検代・保険料・整備費等

○法人運営費・・・４，０５５，５１８円
　市社協運営のための人件費以外の事務費と事業費

昨年度の社協会員への加入は、
一般会員　　９，０５０世帯
特別会員　　　　　　６５口
賛助会員　　　　　１２７口
会費総額　４，７９２，５１８円
となりました。(平成27年3月31日現
在)

　みなさまのご厚志は、社会福祉事
業に有意義に役立たせていただいて
おります。社協の活動はみなさまの
会費によって支えられています。今年
度も引き続きご理解・ご協力をよろ
しくお願いいたします。
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